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◆ 総 説 
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8)  宇野恭介，高岡和也，村松慎一，鍋島俊隆，宮本嘉明，新田淳美．ニコチンによって誘発される側坐核ドパミン遊
離量に対する Shati/Nat8l の影響．第 23 回神経行動薬理若手研究者の集い；2013 Mar 18；仙台． 
9)  傅 柯荃，宮本嘉明，斎鹿絵里子，村松慎一，宇野恭介，新田淳美．Overexpression of TMEM168 in the nucleus accumbens 
of mice induces anxiety- and schizophrenia-like behavior. 第 23 回神経行動薬理若手研究者の集い；2014 Mar 18；仙台． 
10)  新田淳美．日本および諸外国との薬学教育の比較 日本の薬学教育が目指すこと（海外での PharmD ホルダーから
みた我が国の薬剤師教育の目指すもの）（シンポジウム）．第 87 回日本薬理学会年会；2014 Mar 19-21；仙台． 
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池田和隆，宮本嘉明，新田淳美．Piccolo の SNP である rs13438494 は遺伝子関連解析において依存性関連疾患と関
連がありドパミンおよびセロトニンの取り込みを制御する．第 87 回日本薬理学会年会；2014 Mar 19-21；仙台． 
12)  佐藤慶治*，宇野恭介，笹谷晴枝，宮本嘉明，門田重利，新田淳美．マウスにおけるうつ様行動に対するサイシンの
効果．第 87 回日本薬理学会年会；2014 Mar 19-21；仙台． 
13)  傅 柯荃*，宮本嘉明，斎鹿絵里子，村松慎一，宇野恭介，新田淳美．Anxiety and schizophrenia-like behaviors induced 
by TMEM168 overexpression in the nucleus accumbens of mice. 第 87 回日本薬学会年会；2014 Mar 19-21；仙台． 
14)  宮﨑杜夫*，宇野恭介，菊池 佑，日比陽子，鍋島俊隆，宮本嘉明，新田淳美．マウスにおける Shati/Nat8l 転写開始
点上流のメチル化の減少はメタンフェタミンの連続投与によって誘導される．第 87 回日本薬理学会年会；2014 Mar 
19-21；仙台． 
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薬学会第 134 回年会；2014 Mar 28-30；熊本． 
16)  宇野恭介，高岡和也，村松慎一，鍋島俊隆，宮本嘉明，新田淳美．マウス側坐核での Shati/Nat8l の過剰発現はニコ
チン誘発性ドパミン遊離量を変化させる．日本薬学会第 134 回年会；2014 Mar 28-30；熊本． 
17)  仲山千佳*，大嶋耐之，加藤文子，新田淳美．薬剤師-患者間のコミュニュケーションに関する研究 第 2 報 構築し
たコミュニュケーション学習プログラムの検証．日本薬学会第 134 回年会；2014 Mar 28-30；熊本． 
18)  澤田幸一郎，石黒要，高島留美，雨宮陽子，藤川泰永，北澤英徳，田辺公一，菓子井達彦，森田達也，小関支郎，
村上望．高岡医療圏おける在宅緩和ケア地域連携パスの運用実績．第 19 回日本緩和医療学会；2014 Jun 19-21；神
戸． 
19)  菊地 佑*，宇野恭介，宮崎杜夫，徐 承姫，岩田美奈，宮本嘉明，新田淳美．メタンフェミタンの連続投与は精神
疾患関連遺伝子 Shati/Nat8l の DNA メチル化の割合を低下させる．医療薬学フォーラム 2014；2014 Jun 28-29；東京． 
20)  大嶋耐之，仲山千佳，新田淳美，舘 美幸，がけ晋太郎，高畑英信．薬剤師の病棟業務における非言語コミュニュ
ケーションに関する研究．医療薬学フォーラム 2014；2014 Jun 28-29；東京． 
21)  豊本貴嗣，田辺公一，奥野道世，かせ山陽子，村本康子，竹内都子，村上 望，菓子井達彦．終末期がん患者にお
ける褥瘡の生存中治癒予測の有用性の検討．第 16 回日本褥瘡学会学術集会；2014 Aug 29-30；名古屋． 
22)  稲垣 良*，宮本嘉明，村松慎一，鷲見和之，鍋島俊隆，宇野恭介，新田淳美．マウス前頭前皮質における Piccolo
ノックダウンは シナプス神経伝達を障害する．第 65 回日本薬理学会北部；2014 Sep 26-27；福島． 
23)  仲山千佳*，木全 栞，大嶋耐之，加藤文子，新田淳美．薬剤師-患者間のコミュニケーションに関する研究題 3 報  
RIAS を用いたコミュニケーション分析．第 24 回日本医療薬学会年会；2014 Sep 27-28；名古屋． 
24)  大久保純，池崎友明，森田真裕子，竹内都子，田辺公一，北澤英徳．在宅緩和ケアにおける PCA ポンプの有用性．
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第 24 回日本医療薬学会年会；2014 Sep 27-28；名古屋． 
25)  Kequan Fu*，宮本嘉明，斎鹿絵里子，鷲見和之，村松慎一，宇野恭介，新田淳美．マウス側坐核の TMEM168 過剰
発現は不安および感覚運動制御障害を引き起こす．第 57 回日本神経化学会（奈良）大会；2014 Sep 29-Oct 1；奈良．
（招聘講演） 
26)  新田淳美，フカゼン，宮本嘉明．AAV ベクターを用いた新規依存関連分子 TMEM168 のドパミン作動性神経の関連
と生理機能解明．第 57 回日本神経化学会（奈良）大会 シンポジウム；2014 Sep 29-Oct 1；奈良． 
27)  新田淳美．覚せい剤投与で発現量が増加する Shati/Nat8l、Piccolo および TMEM168 の薬物依存への影響（シンポジ
ウム）．平成 26 年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会；2014 Oct 3-4；横浜． 
28)  鈴木健介，三輪敏郎，神原健太，猪又峰彦，林 龍二，戸邉一之，田辺公一，菓子井達彦．肺がん化学療法におけ
るカルニチン動態と倦怠感の相関．第 55 回日本肺癌学会学術集会；2014 Nov 14-16；京都． 
29)  三輪敏郎，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，林 龍二，峠 正義，仙田一貴，土岐善紀，今西信悟，戸
邉一之，田辺公一，菓子井達彦．EGFR 遺伝子 T790M 変異陽性非小細胞癌の臨床的検討．第 55 回日本肺癌学会学
術集会；2014 Nov 14-16；京都． 
30)  菊地 佑*，宇野恭介，宮崎杜生，徐 承姫，岩田美奈，宮本嘉明，新田淳美．メタンフェタミンを連続投与したマ
ウスの側坐核と血液では精神疾患関連遺伝子 Shati/Nat8l の DNA メチル化の割合が低下している．日本薬学会北陸
支部第 125 回例会；2014 Nov 16；金沢． 
31)  宮本嘉明，稲垣 良，村松慎一，鍋島俊隆，宇野恭介，新田淳美．マウス前頭前皮質における Piccolo ノックダウ
ンは 統合失調症様行動を誘発する．第 24 回臨床精神神経薬理学会・第 44 回神経精神薬理学会合同年会；2014 Nov 
20-22；名古屋． 
32)  藤生純子，岩本邦弘，阪野正大，菊池 勤，新田淳美，鍋島俊隆，尾崎紀夫．新規精神疾患関連分子 Shati は統合失
調症のバイオマーカーとなりうる．第 24 回臨床精神神経薬理学会・第 44 回神経精神薬理学会合同年会；2014 Nov 
20-22；名古屋． 
 
◆ その他 
1)  特許出願「精神障害の検査方法および検査キット」発明者：新田淳美，宇野恭介．出願人；国立大学法人 富山大学；
2014 Feb 18 出願 (PCT-TU21-85 51400342321)． 
2)  新田淳美．「薬物依存の分子薬理学的研究・最近の知見から」日本薬学会 東海支部 特別講演会；2014 Jun 23；名古
屋．（招聘講演） 
3)  新田淳美．“血液検査によってうつ病や統合失調症などの精神疾患を診断する方法”．Bio Japan 2014 World Business 
Forum；2014 Oct 16；横浜． 
4)  新田淳美．“覚せい剤依存の研究・最前線”．平成 26 年度 北陸 4 大学連携まちなかセミナー；2014 Oct 18；富山． 
5)  新田淳美．6 年制薬学部生の 6 年間の生活について(1)病薬会報 富山県病院薬剤師会．2014 Nov；No.126：18． 
6)  田辺公一．こうやればできる！中小病院での臨床研究．第 22 回臨床薬剤師のための講習会；2014 Jul 27；金沢．（招
聘講演） 
7)  新田淳美．広がる危険ドラッグ－予測できない健康被害－．北日本新聞．2014 Nov 30．  
8)  宮本嘉明．「プレシナプス機能に着目した精神疾患モデル動物の開発」．日本薬学会 東海支部 特別講演会；2014 Dec 
5；名古屋．（招聘講演） 
9)  田辺公一．特集「緩和薬物療法」上級講座“ジレンマ症例”から導いた本当に重要な緩和ケアの勘どころ－がん患
者の消化器症状の緩和②－．薬局．2014；65(13)：3098-102． 
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